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法人税法はしばしば税務会計上の処理を課税要件として規定しています(会計処理要件)。その代

表的な会計処理要件といえば、損金経理要件であり帳簿要件です。例えば、法人税法は、法定引

当金の計上に損金経理要件を課していますし、減価償却費の計上などにおいても同様です。本書は、

かかる経理要件や帳簿要件に係る問題点について考察を行った基本書です。 

本書では、姉妹書であるプログレッシブ税務会計論シリーズと同様に、「企業会計準拠主義とは何

か?」という視点のもと、法人税法の根底に流れる企業会計準拠主義の基礎的な部分を取り上げな

がら、その本質を探っています。また、知識の整理や体系的な理解に役立つように、「☞」において用

語や概念について丁寧に解説し、「☑」において判例・学説等の考え方をわかりやすくまとめていま

す。 
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